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 また長いこと発行が遅れてしまったのですが、まあ「なりゆき」とい

うことでご勘弁いただきたいと思います。気温の変動が激しくて高いと

思うと雪が降り、いつまでも冬物衣料は手放せません。だいたい都内と

1か月ほど季節が違うので 4月下旬に桜が咲いています。今年は何だか

10 連休でいつものことながら大渋滞ですが通常通りの勤務です。もとも

と休みの日でも職場のモモを世話しているので毎日仕事に行く必要があ

るので、職場に行かないのはルーテル教会出席の第 1日曜日ぐらいで

す。モモは自宅でブルックスと寝て過ごします。モモも人間でいえばも

う 80歳近いのでどこかの方と同じように退職しても良いと思っていま

す。 

 

 さてそうこうするうちに私も 2月に還暦を迎え、4月

からは非常勤職員という立場になりました。今までの常

勤職員と何が違うかというと、まずは仕事の内容です。

今までは毎月職場で掛かる経費などを都庁に請求してい

たのですが、これが他の職員にバトンタッチということ

になりました。次に勤務時間が変わりました。今までは

毎月の休みが 8日でしたが、4月からは 10日。毎月 5

回あった宿直もお役御免となりましたが、時々ピンチヒ

ッターで宿直をすることにはなります。まだ当分の間は

引き継ぎ作業が継続しますから、全くの手放しになるの

は数か月後になると思われます。そして当然のことなが

らいただける金額も大体 65%ぐらいになります。 

 

 児童養護施設の事務として働いていますが、もし私が

教員免許とか社会福祉司の資格を有していれば退職まで

あと 5年なのですが、普通運転免許や相変わらず使用し

ていない中型運転免許だけではお話しにならない、今年と来年働いた

ら、10 連休どころか 365 日連休という未曽有の世界に入ってゆくことに

なります。 

 

 いくらいただけるのか調べていませんが、年金を受け取るのがどうや

ら 3年後なので、この 2年間は節約して暮らさなくてはなりません。削

れるものとそうでないものがあるのは当然です。家賃は固定。電気ガス

水道も節約しても基本料金にプラスされるのでゼロというわけにはいき

ません。犬たちに関する医療費、食費もほぼ固定。インターネットや携

帯料金もほぼ固定。食費もかなり食い詰めて毎日同じようなものをロー

テーションで食べていますがこれもゼロではありません。ガソリンや灯

油料金も少額ですが掛かります。 

 

 そこでしわ寄せが及ぶのが「献金」ということになってしまって会計

さんには御苦労させてしまって申し訳ありません。ということになりま

す。新幹線料金が安くなればよいのですがそう都合の良いようにはなら

ず、犬たちの世話があるし一番安い高速バスで前日東京入りすることも

できず、出来たとしても泊まる場所は無いし…。 

 

 収入の 10 分の 1の額の捧げものをしていたので、そのままそれを続け

れば良いし、それに対して異存は全くありません。金額が下がるという

ところに嫌だなあという思いが出てしまうのでしょうね。それは何かと

いうと過去にしがみついて自分のしてきたことのレベルを

下げたくないといういわば見栄とかプライドとかそういう

ことなのじゃあないかなと考えています。 

 

 そんなことを考えると聖書の中に登場する生活費を全て

捧げたやもめ(マルコ 12:41、ルカ 21:1)のことが頭に浮か

ぶのですけれど、いろいろなものを所有するということが

どれだけ心に迷いを起こすのかということを考えさせられ

ます。でも今の世を生きるためには衣食住に必要なものは

収入のうちから捻出しなくてはならないですし、そういう

仙人のような生活を望むなら「わたしたちはこの世から出

て行かなくてはならない」ということになるのでしょう。

まぁ携帯ぐらいはなくてもなんとかなるかなぁ?  

 

 太陽の下、人間にとって飲み食いし、楽しむ以上の幸福

はない。(コヘレト 8:15)と書かれています。基本はコレ

なんでしょうね。私は今回収入のことを云々言っています

けれど、毎日の生活を振り返ると犬はいるし、仕事もあるし、趣味も順

調だし、家族も元気だし、これら一つひとつのことは本当に感謝してい

ます。文句を言いつつ恵まれた日々です。   

(軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 

 
 写真は 4月 11 日の朝の散歩。10 日に遅い積雪があり浅間山も白くなりました。 


